
表３ 高圧ＣＶケーブルの絶縁体・半導電層の構造と信頼性

 高圧ＣＶケーブル 

 Ｅ－Ｔタイプ Ｅ－Ｅタイプ 

内部半導電層 押出被覆 押出被覆 

絶縁体 押出被覆 押出被覆 

外部半導電層 テープ巻き 押出被覆 

 長期信頼性 ○  ◎ 
  

 

３．避雷器の設置
  

表４ 雷による波及事故があった事業場の避雷器の設置状況（件） 
 平成２３年６月１日 

 
 
 
 
 

コスト  
効果 寿命 

初期 長期 

内蔵型 ◎ ○ ◎ △ 

外付型 ○ ◎ △ ◎ 

Ｅ－Ｔタイプ Ｅ－Ｅタイプ 

 近年、雷により自家用電気工作物の地絡継電装置付
き高圧交流負荷開閉器等が破損することによる波及事
故が波及事故全体の３割を占めています。特に平成
２０年度及び２２年度においては、首都圏周辺に雷雨
が多発し、従来の雷多発地帯以外の事業場において波
及事故が多数発生しました。雷により波及事故を発生
させた多くの事業場においては「避雷器」が設置され
ていませんでした（表４参照）。雷による波及事故の
防止対策として、外付けの場合、地絡継電装置付き高
圧交流負荷開閉器の負荷側直近に「避雷器」の設置をお
願いします。 また、避雷器内蔵型地絡継電装置付き高
圧交流負荷開閉器も有効（表５参照）です。 
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雷電流による過電圧として、内蔵型の開閉
器には、避雷器の制限電圧分しか発生しな
いが、外付型には更に接地線や接地点に発
生する過電圧も加わる。
避雷器と屋外用開閉器の更新推奨時期の
差による。
内蔵型は、カットアウトや腕金などの部材、施
工費などが不要となる。
外付型は、開閉器及び避雷器の劣化や損
傷による交換が個別に対応可能となる。

  
PAS内蔵

避 雷 器 あ り 
外付け（直近）

 
電気室内

避雷器なし 合 計

平成20年度
平成21年度
平成22年度

１ 
１ 
１
３         合

 

 計

 ２．７

０ 
０
３
３

２．７

１３
１
１４
２８

２５．２

３９
１６
２２
７７

６９．４

５３
１８
４０
１１１

割合(%)

避雷器の有無
と位置

２．高圧ケーブルの更新と選定
近年、高圧ケーブルを被害箇所とする波及事故は、波及事故全体の３割を占めています。特に高

経年ケーブルに水トリーが発生し、異常電圧発生時に絶縁破壊に至り波及事故になっております。
高経年設備にあっては、早急に更新をお願いします。
また、現在水トリーの耐性を強化したケーブル（Ｅ－Ｅタイプ）が製造されております。地中埋

設等、水の影響を受けるおそれのある施設に布設する場合においては、波及事故防止のために、
Ｅ－Ｅタイプの選定をお願いします。

※水トリ－：ポリエチレンのような絶縁材料が長時間に亘って、水が存在する状態で電圧に曝されたときに発生する劣化現象
※Ｅ－Ｅタイプ：内部半導電層、外部半導電層及び絶縁体の３層を押出成形方式としているケーブルで、水トリーによる劣化において

        耐性強化されている。

表５ 取付方法の違いによる効果等の比較


